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　平成２６年８月豪雨災害により被害を受けられた皆さまの生活支援に向けたさまざまな制度
（給付・貸付・減免など）をまとめた冊子「平成２６年８月豪雨災害により被害を受けられた皆
さまへ」を作りました。相談の際に被災者の皆さまにお渡ししていますので、ご一読ください。市
役所の被災者総合窓口や各支所窓口でお渡ししています。
　また、市ホームページからもダウンロードしていただけます。ご不明な点は各制度担当課ま
でお問い合わせください。
■危機管理室（℡２４-７５０３・FAX２３-６５３７）　■特別対策チーム（℡２４-７０５５）

被災者支援冊子「平成２６年８月豪雨災害により被害を受けられた皆さまへ」をお渡ししています。

　被害を受けた家屋の被害調査に基づき、建物所有者または当該建物に居住されている人に、り
災証明書を発行します。保険の請求や各種制度の申請などに必要とされる証明書です。発行手数
料は無料です。
・発 行 場 所　市役所　１階ロビー（１０月以降は２階税務課窓口）、大江支所の窓口
・必要なもの　調査時にお渡しする調査済み証・印鑑・免許証などの本人確認ができるもの

　　　　税　務　課（℡２４-７０２４・FAX２３-６５３７）

【福知山市災害見舞金】
　お住まいの家屋が、床上浸水以上の被害を受けられた市民に対して見舞金を支給します。
・支 給 額　・全壊  １００,０００円　・半壊（大規模半壊を含む）  ６０,０００円　・床上浸水  １０,０００円
・申請方法　社会福祉課および大江支所窓口まで以下の必要なものをご持参のうえ、お手続きく
　　　　　　ださい。
・必要なもの　印鑑・り災証明書・振込口座のわかる預金通帳
・お届けの時期　申請していただいた約３週間後に指定の口座に振込みします。

社会福祉課（℡２４-７０７２・FAX２２-９０７３）
【被災者生活再建支援制度】
　災害により住宅が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に支援金を支給します。
住宅の被害程度に応じて支給する基礎支援金（上限１００万円）と、住宅の再建方法に応じて支給する
加算支援金（上限２００万円）の２種類があります。
・必要なもの　印鑑・申請書・振込口座のわかる預金通帳・住民票・り災証明書など

　　　　社会福祉課（℡２４-７０７２・FAX２２-９０７３）

り災証明書の申請・発行

給付等制度

問合問合

問合問合

問合問合

写真提供　福知山市社会福祉協議会
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【地域再建被災者住宅等支援事業】
　被災住宅の再建を行う人に対し、被災区分に応じてその再建費用の一部について、地域再建被
災者住宅等支援補助金を交付します。
〇補助対象額　補助対象経費（再建費用）×１／３－（全国支援制度）
・補助対象経費（再建費用）の３分の１。ただし対象経費が５０万円未満の場合、その満額を補助対象
額とします。（千円未満切り捨て）
〇補助限度額

・必要なもの　地域再建被災者住宅等支援補助金交付申請書・り災証明書・その他必要書類
　　　　建　築　課（℡２４-７０５８・FAX２３-６５３７）

【被災住宅応急修理制度】
　災害により住宅が損壊し居住することが困難であり、被災区分が半壊以上で 自らの資力により
応急修理をすることができない人を対象に、必要最小限の応急的な修理を市が業者に依頼して行
います。
・支援の内容　居室、炊事場および便所など日常生活に必要最小限度の応急修理
　　　　　　　１世帯当たり　５４７,０００円以内
・必要なもの　住宅の応急修理申込書（印鑑・免許証など身分証明書をお持ちください）・り災証明
　　　　　　　書・その他必要とする書類
・申込期限　９月２５日（木）まで

　　　　建　築　課（℡２４-７０５８・FAX２３-６５３７）

【くらしの資金貸付制度】
　被災されたことにより生活が不安定になった世帯に無利子・無担保で、くらしの資金を貸し付
けします。
・貸付金額　１世帯につき１２万円以内
・申込期限　１０月３１日（金）まで
・必要なもの　申込時：印鑑登録された印鑑・印鑑証明・住民票・り災証明証・借入申請書・調
　　　　　　　　　　　査等同意書
　　　　　　　借入時：印鑑登録された印鑑・印鑑証明・口座振替届出書・免許証など本人確認
　　　　　　　　　　　ができるもの

社会福祉課（℡２４-７０７２・FAX２２-９０７３）
【災害援護資金】
　災害により負傷または住居、家財に損害を受けた人に対して、生活再建に必要な資金を貸し付
けします。
・申請方法　社会福祉課窓口まで、り災証明証をご持参のうえ、ご相談ください。
・申込期限　１１月２８日（金）まで
・必要なもの　申請書・印鑑登録された印鑑・診断書・り災証明書・所得証明書・住民票

社会福祉課（℡２４-７０７２・FAX２２-９０７３）

【税の減免・猶予】
　個人市府民税、固定資産税について、被災者の所有に係る住宅または家財に受けた損害の程度
により、軽減・免除・猶予します。なお、市税減免対象には減免申請書を郵送します。　　　　

税　務　課（℡２４-７０２４・FAX２３-６５３７）

貸付制度

一部破損・床上浸水半　　　壊大規模半壊全　　　壊

５０万円１５０万円１００万円
※別途支援制度あり

１５０万円
※別途支援制度あり新築購入補

助
限
度
額

５０万円１５０万円　６０万円
※別途支援制度あり

１００万円
※別途支援制度あり補　　修

適用外適用外　４０万円
※別途支援制度あり

　７５万円
※別途支援制度あり賃　　借

被災区分
再建方法

※被災者生活再建支援法（全国支援制度）による支援金が別途あります。

減免等制度

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合
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【住民票・印鑑登録証明書などの手数料の減免】
　被災により各種手続きに必要となる住民票、印鑑登録証明書などの手数料は免除します。税務
課発行のり災証明書または被災者証明書を提示の上、申請してください。　　　　　　　　　　　

市　民　課（℡２４-７０１４・FAX２３-６５３７）
【国民年金保険料の免除・手帳などの再発行】
　申請をして承認されると、保険料の全額が免除される制度があります。年金手帳や年金証書な
どを紛失・き損などされた場合は、再発行を申請してください。　

市　民　課（℡２４-７０５７・FAX２３-６５３７）
【国民健康保険料、後期高齢者医療保険料の減免など】
　災害により、お住まいの住宅および家財に著しい損害があった場合、申請によりその程度に応
じて保険料を減免、徴収猶予します。また、窓口一部負担金の免除を受けられる場合があります。
保険証などを紛失・き損などされた場合は、再発行を申請してください。　　　　　　　　　　

保　険　課（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）
【地方税（市税・府税）・国民健康保険料の徴収緩和】
　災害により被害を受けられた人は、地方税（市税・府税）、国民健康保険料の納付について、
その被害の程度に応じて徴収の猶予や換価の猶予などの徴収緩和を適用できる場合もありますの
でご相談ください。

京都地方税機構中丹地方事務所（大江支所内℡５６-０３４０）
【介護保険料の減免・利用者負担の減免】
　災害により、お住まいの住宅および家財に著しい損害があった場合、申請によりその程度に応
じて保険料を減免、徴収猶予します。また、被災された人が介護サービスを利用された場合、利
用料の一部を軽減できる場合があります。

高齢者福祉課（℡２４-７０１３・FAX２２-９０７３）
【上下水道使用料の減免・納期限延長】
　清掃など災害復旧に使用した分の料金を減免します。申請は不要です。被災された人の９月・１０
月分の納期限を１２月９日まで延長します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お客様サービス課（℡２２-６５０１・FAX２２-６５５５）
【し尿のくみとり手数料の減免】
　災害により浸水された家屋のし尿のくみ取り手数料を減免します。

生活交通課（℡２４-７０２０・FAX２３-６５３７）
【幼稚園保育料の減免】
　市内在住で、市立の公立幼稚園に入所している園児の保護者が居住の用に供している家屋の被
害が床上浸水以上である世帯については、幼稚園保育料の全部または一部を免除します。

教育総務課（℡２４-７０６１・FAX２４-４８８０）
【保育所保育料の減免】
　市内在住で、認可保育所に入所している園児の保護者が居住の用に供している家屋の被害が床
上浸水以上である世帯については、保育所保育料の全部または一部を免除します。

子育て支援課（℡２４-７０８３・FAX２３-６５３７）
【放課後児童クラブ利用料の減免】
　市内の放課後児童クラブを利用している児童の保護者が居住の用に供している家屋の被害が床
上浸水以上である世帯については、放課後児童クラブ利用料の全部または一部を免除します。

生涯学習課（℡２４-７０６７・FAX２４-４８８０）

【住民共助による土砂等撤去補助金交付】
　個人住宅などで土砂崩れがおこり住民生活に支障がある場合で、自主防災組織か自治会で土砂
などの障害物を除去されるときの費用の一部を助成します。

危機管理室（℡２４-７５０３・FAX２３-６５３７）
【浸水した家屋の防疫（消毒）】
　浸水被害のあった家屋の消毒を行っています。自治会長にて取りまとめていただき、要望を受
けて順次実施していきます。
※消毒の効果のために以下のことを行ってください。

土砂撤去・消毒

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合

問合問合
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①家屋の泥などを取り除き、きれいに洗い流す　②ある程度、乾燥させた状態にする
生活交通課（℡２４-７０２０・FAX２３-６５３７）

設置場所　市役所本庁　１階ロビー　℡２４-７０５５・FAX２３-６５３７
開設時間　午前８時３０分～午後５時（ただし、水曜日は午後７時まで開設）
取扱内容　被災された皆さまの相談

問合問合

義援金窓口を開設しています。（受付期間　１２月３０日（火）まで）

口　　　座　　　名　　　義指　定　口　座

福知山市災害対策本部　福知山市会計管理者　荒木一昌
（フクチヤマシサイガイタイサクホンブ　フクチヤマシカイケイカンリシャ　アラキカズマサ）

京都銀行福知山支店
普通預金　口座番号

４１３２９３４

福知山市災害対策本部　福知山市会計管理者　荒木一昌
（フクチヤマシサイガイタイサクホンブ　フクチヤマシカイケイカンリシャ　アラキカズマサ）

京都北都信用金庫福知山中央支店
普通預金　口座番号　

１１９７０６３

福知山市災害対策本部
（フクチヤマシサイガイタイサクホンブ）

ゆうちょ銀行（郵便局）
口座記号番号
００９９０-５-１６５８７０

受　付　①募金箱の設置　会計室、三和支所、夜久野支所、大江支所
　　　　②窓口での受付　会計室、三和支所、夜久野支所、大江支所の窓口にて現金を受け付
　　　　　　　　　　　　けます。
　　　　　　　受付時間　平日（土曜日、日曜日、祝日および１２月２９日、１２月３０日を除く）
　　　　　　　　　　　　午前８時３０分～午後５時
　　　　③口座振込による受付　下記金融機関の指定口座にお振込みをしてください。

※指定口座のある金融機関窓口からの入金は手数料がかかりません。
※「福知山市災害対策本部」あての現金書留は無料です。
※領収証が必要な場合は、会計室または各支所受付窓口で申し出てください。

会　計　室（℡２４-７０１０・ＦＡＸ２２-６１１９）

被災者総合窓口

総合窓口でよくある質問
Ｑ．住んでいたアパートの部屋が床上浸水
になった。り災証明は発行されるのか。災
害見舞金の適用はあるのか。
Ａ．り災証明書は、アパートの居住者にも発
行します。アパートの居住者で床上浸水以
上の被害があり、市民であれば災害見舞金
は支給されます。

税　務　課（℡２４-７０２４・FAX２３-６５３７）
社会福祉課（℡２４-７０７２・FAX２２-９０７３）

Ｑ．り災証明証は何に使うのですか。
Ａ．市の支援制度の申請時に確認させていた
だきます。制度によっては、り災証明書を
提出していただく場合があります。市の支
援制度以外では個人で加入されています
保険や融資の手続きに必要な場合があり
ます。
　　　各種支援制度担当課、被災者総合窓口

（℡２４-７０５５）

Ｑ．豪雨の被害で住んでいた家の補修が必
　要になった。市の支援制度はあるのか。
Ａ．床上浸水以上の被災をされたお住まいを
補修するとき、費用の一部を補助する制度
（地域再建被災者住宅等支援事業、被災住
宅応急修理制度など）があります。

建築課（℡２４-７０５８・FAX２３-６５３７）

Ｑ．経営するアパートが床上浸水になった。
　事業所向け支援制度の対象となるか。
Ａ．中小企業等設備再建事業（京都府制度）に
該当する場合もあるので、相談してくださ
い。

福知山商工会議所（℡２２-８１０８・FAX２３-６５３０）
福 知 山 商 工 会（℡５６-５１５１・FAX５６-１７９７）
京都府中丹広域振興局商工労働観光室  　　

（℡０７７３-６２-２５０６）
※事業所向けの支援制度については、福知山商工会
　議所、福知山商工会にご相談ください。

問合問合
問合問合

問合問合

問合問合

問合問合
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7月27日（日） 

　～29日（火） 

静岡県小山町 

夏
休
み
を
利
用
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

普
段
、経
験
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、き
っ
と
大
き
く
成
長
し
た
は
ず
で
す
！
 

酒
 呑童子
と
坂
田
金
時
の
繋

が
り
か
ら
、
静
岡
県
小
山

町
と
平
成
24
年
に
観
光
友
好
都
市

と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続

き
、交
流
事
業
と
し
て
富
士
山
チ
ャ

レ
ン
ジ
自
然
体
験
を
実
施
し
、
市

内
の
小
学
6
年
生
か
ら
中
学
2
年

生
ま
で
の
33
人
が
富
士
登
山
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
 

　
７
月
28
日（
月
）午
前
４
時
頃
か

ら
、
須
走
口
5
合
目
よ
り
登
山
開

始
。
小
山
町
の
職
員
や
登
山
ガ
イ

ド
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
万
全

の
体
制
で
頂
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

１
年
間
の
中
で
も
ま
れ
に
見
る
絶

好
の
天
候
の
中
、
約
9
時
間
を
か

け
て
頂
上
に
到
着
。
記
念
撮
影
や

休
憩
な
ど
、
思
い
思
い
の
時
間
を

過
ご
し
た
後
、「
砂
走
り
」
と
言

わ
れ
る
須
走
ル
ー
ト
特
有
の
下
山

道
を
下
り
、
5
合
目
に
た
ど
り
着

い
た
の
は
午
後
6
時
前
後
。
 

　
頂
上
ま
で
登
り
き
っ
た
大
正
小

学
校
6
年
生
の
上
田
く
れ
あ
さ
ん

は
、「
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ

き
ら
め
ず
に
登
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
頂
上
か
ら
の
景
色
は
最
高
で

し
た
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

し
ゅ
 

て
ん
ど
う

じ
 

さ
か
た
の
き
ん
と
き
 

つ
な
 

う
え

だ
 

世界文化遺産・日本一の山の頂上をめざした33人の小・中学生！！ 
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夏
 休み
を
利
用
し
た
企
画
と
し
て
、

震
災
・
風
水
害
に
つ
い
て
親
子

で
体
験
し
な
が
ら
学
び
、
い
ざ
と
い
う

時
の
知
識
や
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で

「
み
ん
な
で
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
震
災
」
と
「
風
水
害
」
を
テ
ー
マ

に
4
日
間
実
施
さ
れ
、
各
日
約
30
人
の

親
子
が
防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
体
験
し
ま
し
た
。
8
月
3
日（
日
）

は
、「
震
災
」
が
テ
ー
マ
。
地
震
が
発
生

し
た
時
に
、
自
宅
か
ら
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
小
学
校
な
ど
に
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
目
印
と
な
る
建
物
や
危
険

な
箇
所
を
書
き
込
み
な
が
ら
、防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
。
 

　
そ
の
後
、
新
聞
紙
で
作
成
し
た
紙
食

器
や
コ
ッ
プ
で
非
常
食
を
食
べ
た
り
、

起
震
車
で
震
度
6
の
揺
れ
を
体
験
し
た

り
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
成
仁
小
学
校

4
年
生
の
渡
辺
颯
流
く
ん
は
、「
起
震
車

が
揺
れ
て
、
思
う
よ
う
に
体
が
動
か
な

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
父
親
の
学
さ
ん
は
、
「
す
べ
て

が
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
 

災害は、いつ・どこで発生するかわからない。 
日頃からの備えを学びました！ 

防
災
キ

防
災
キ
ャ
ン
プ
 

防
災
キ

防
災
キ
ャ
ン
プ
 

防
災
キ
ャ
ン
プ
 

ま
な
ぶ
 

わ
た
な
べ
そ
う

る
 

8月3日（日）・4
日（月） 

22日（金）・23
日（土） 

防災センター
 

新聞紙で食器作り 

防災マップ作成中 

ハシゴ車体験 

ハシゴ車で記念撮影 

昼食は非常食 

炊飯袋を使用しました 
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（公財）福知山市都市緑化協会では、「花と緑のまちづ
くり」をテーマに第２１回緑化まつりを開催します。
　　１０月２５日（土）・２６日（日）
　　午前９時３０分～午後４時（２６日は午後３時終了）
　　都市緑化植物園周辺（三段池公園内）
　　　花と緑のこども絵画展、花苗の販売、植物クイ
ズラリー、ハーブティーの試飲、緑の相談コーナー、
ミニミニふれあい動物園などが開催予定です。
無料　花苗プレゼント（パンジー・ビオラなどの
花苗を各日１，０００人にプレゼントします）
植物園温室およびバックヤードの特別公開
募　集
①丸鉢の植え付け
　　１０月１３日（月・祝）午前９時３０分～
　　三段池総合体育館前
　　　一組につき、３個の丸鉢に花苗を５株植え付
けます。緑化まつり会場に展示し、緑化まつり終
了後、２個をお持ち帰りいただきます。
　　　６０組（先着順）定員になり次第、終了とします。
②ハンギングバスケット教室
　　１０月１３日（月・祝）午後１時３０分～
　　三段池総合体育館１階アトリエ
　　　季節を感じる秋色の草花を使って、壁掛け
型のハンギングバスケットを作ります。作品は植
物園前庭に展示し、緑化まつり終了後、お持ち帰
りいただきます。
講師　 福村 　 満  代 さん

ふくむら みつ よ

　　　（日本ハンギングバスケット協会公認講師）
　　　２４人（先着順）定員になり次第、終了とします。
参加費　２，０００円（材料費）
※①、②の申し込みは、９月２５日（木）より電話ま
たはファクスにて受付します。
　　　都市緑化植物園（定休日：水曜日）
　　　（℡２２-６６１７・FAX２２-６６２９）

　植物園にある市民の花壇（幅２.４ｍ×奥行き１.２
ｍ）のデザインを募集します。翌月、採用された
デザインで花壇の植え付けを行います。
　専用の応募用紙にて応募してください。応募用
紙は、都市緑化協会のホームページよりダウン
ロードも可能です。詳しくは都市緑化植物園まで
お問い合わせ下さい。
　　　都市緑化植物園（定休日：水曜日）
　　　℡２２-６６１７・FAX２２-６６２９ 

　市自然科学協力員の指導で、公園でいろいろな
ドングリの木と実を観察します。
　　１０月１１日（土）　午前９時３０～正午
　　都市緑化植物園（三段池公園内）
参加料　無料
　　　１０月９日（木）までに都市緑化植物園（℡２２-
６６１７またはFAX２２-６６２９）まで申し込んでください。

　福知山駐屯地では、創立６４周年を迎え、「心を
ひとつに  がんばろう  福知山」をテーマに駐屯地
創立記念行事を開催します。
■市中パレード
　　１０月１８日（土）午後１時５５分～２時３０分（予定）
　　市内広小路通り
　　　自衛隊員（徒歩、車両、航空機（ヘリ）を含む）
　　　のパレード。
■記念式典
　　１０月１９日（日）
　　駐屯地一般開放：午前９時～午後３時まで
　　　福知山訓練場（式典会場）において、観閲
式・訓練展示など。駐屯地内では、各種アトラク
ション・装備品展示・子ども広場・広報展示・野
外売店・ 野  点 など。また、７４式戦車、高機動車の

の だて

体験試乗も予定しております。
■お車でお越しの一般のご来場者は、駐屯地内に
駐車することが出来ません。臨時駐車場をご利用
になるか、公共交通機関をご利用下さい。臨時駐
車場につきましては、福知山駐屯地ホームページ
のイベント案内をご覧下さい。雨天の際は、行事
が一部変更となる場合がありますのでご了承下さ
い。
　　　福知山駐屯地広報室
　　　℡２２-４１４１　FAX２２-９５４９

『福知山市地域再建被災者住宅等支援事業補助
金』では、平成２５年９月の台風１８号により被害を
受けられた人に、被災した住宅の再建（新築・購
入・補修または賃借）に要する費用を補助してい
ます。補修または賃借の場合、申込期限は９月３０
日で終了します。また平成２６年８月豪雨災害によ
る被災住宅の支援制度は準備中です。事業開始に
伴い、お知らせをしますのでご確認をお願いしま
す。
　　　建築課建築第１係　℡２４-７０５８・FAX２３-６５３７

 時 =日時 所 =場所 定員 =定員 対象 =対象 内容 =内容 申込 =申込方法 問合 =問い合わせ

「第21回緑化まつり」を開催します！

市民の花壇デザイン募集

内容内容
所所

時時

問合問合

定員定員

内容内容
所所
時時

内容内容
所所
時時

定員定員

問合問合

台風１８号による支援補助金（補修・賃借）は、９月
３０日で終了します。また平成２６年８月豪雨災害
による被災住宅の支援制度は準備中です。

問合問合

お 知 ら せ お 知 ら せ 

１０月の植物観察会

申込申込

所所
時時

駐屯地創立記念行事の開催

内容内容
所所
時時

内容内容

時時

問合問合
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　ごみの減量化と資源の再利用を進めるため、修
理・再生した家具類と自転車の販売を行います。
申込受付　１０月１４日（火）～３１日（金）
午前８時３０分～午後５時まで（土日については、
第１・第３日曜の午前８時３０分～正午まで )
申込資格　市内在住・在勤の人（中学生以下の人
は、保護者の同意が必要）
展示品数　家具類１５点（２１０円～２,５９０円）・自転車
５台（２,３９０円～４,２８０円（防犯登録料を含む））
展示場所　リサイクルプラザ１階（牧・環境パーク内）
申込方法　リサイクルプラザの受付にある申込用
紙にて購入の申込みを行ってください。
①１１月２日（日）に購入者を決定し、電話などにて
　購入決定者に通知します。
　※希望者多数の場合、抽選により決定。
②通知から２週間以内に代金の支払いおよび修理
　再生品の引き取りをしてください。
■環境政策室（℡２２-１８２７・FAX２２-４８８１）

　夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期は交通事
故が多発します。皆さん一人ひとりが交通安全につい
て考え、交通ルールの 遵 

じゅん

 守 と正しい交通マナーの向上
しゅ

に取り組み、交通事故を防止しましょう。
【重点項目】運動の基本
　～子どもと高齢者の交通事故防止～

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
事故防止（特に、反射材用品などの着用の推進お
よび自転車前照灯の点灯の徹底）・すべての座席
のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の
徹底・飲酒運転の根絶・二輪車の交通事故防止
【主な取組み】
　・パネル・イエローカードによる街頭啓発
　・秋の交通安全市民大会
　　　　９月２２日（月）　午後１時３０分～
　　　　大江町総合会館　など
■福知山市交通対策協議会事務局
　生活交通課交通対策係（℡２４-７０８４・FAX２３-６５３７）

　昨年に続き、「第２回　京都丹州もくもくフェス
タ」が開催されます。林業用機械の実演展示や木材
利用補助制度の相談コーナーもあります。
※体験型イベントへの参加はＨＰ等からの事前申
　込が必要です。
　　平成２６年１０月１１日（土）午前１０時～午後４時
　　京都丹州木材市場（綾部市小畑町埋野９８-９３）
　　　HPをご覧ください
　http://mokufes.seesaa.net
　　　京都丹州もくもくフェスタ実行委員会
　℡０５０-３７３６-９５０８

修理再生品の展示販売

10月のイベント  　　　
ところ／連絡先内　　容対　象行　事　名と　　　き

絵本・手あそび・
人形劇　など幼　児たのしい

おはなし会１８日（土）　１４：００～

■中央館（駅前町）
　℡２２-３２２５・FAX２２-７１１８
　申込み／不要

※「えほんのへや」
　【だっこクラス】
　【よちよちクラス】
　各先着２０組

絵本の読みきかせ 
（１５分程度）幼　児おはなしの

ひろば

１日（水）①１０：３０～
　　　　②１１：３０～

１６日（木）①１０：３０～
　　　　②１１：３０～

絵本の読みきかせ・
手あそび・
わらべうた　など

４カ月～
１０カ月児

えほんのへや
【だっこクラス】

２２日（水）①１０：１５～
　　　　②１１：１５～

１１カ月～ 
１歳児

えほんのへや
【よちよちクラス】

２３日（木）①１０：１５～
　　　　②１１：１５～

絵本の読みきかせ・
紙芝居　など小学生小学生

おはなし会２５日（土）　１１：００～

■大江分館（大江町中央）
　℡・FAX５６-１０１７　申込み／要
　９月２４日（水）午前１０時受付開始

絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび  など

４カ月～
1歳児おはなしのへや８日（水）　１１：００～

■大江分館（大江町中央）
　℡・FAX５６-１０１７　申込み／不要

絵本の読みきかせ・
手あそび  など

幼児～
小学生おはなし会１８日（土）　１０：３０～

■夜久野分館（夜久野町下町）　
　℡・FAX３７-１０６６　申込み／不要

絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび  など幼　児おはなし会１４日（火）　１１：１５～

■三和分館（三和町千束）　
　℡５８-４７１５・FAX５８-４７１６　申込み／不要

絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび  など幼　児おはなし会２４日（金）　１０：３０～

「秋空に無事故を誓う京の道」
平成２６年  秋の全国交通安全運動９月２１日（日）～３０日（火）

地元で育った木とふれあいませんか？

所所
時時

※プレ・イベントきょうと北部演劇まつり　１０月１８日（土）午後２時～中央館（駅前町）

※きょうと北部演劇まつり　１０月２６日（日）午後１時３０分～　市民交流プラザふくちやま（駅前町）

所所
時時

内容内容

問合問合
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平
成　

年
度
か
ら
全
国
の
小
学
６
年
生
と

１９

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、国
語
と
算
数
･
数

学
の
学
力
と
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
、本
市
で
は
４
月　

日
に
小
学
６

２２

年
生
と
中
学
３
年
生
に
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
市
の
小
学
６
年
生
に
お
い
て
は
国
語
、算

数
と
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

漢
字
の
読
み
書
き
や
計
算
な
ど
、「
基
本
的
な

知
識
・
技
能
」に
関
す
る
問
題
の
正
答
率
は
高

く
、日
々
の
学
習
の
積
み
上
げ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、「
根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く（
国

語
）」「
求
め
る
方
法
を
説
明
す
る（
数
学
）」な

ど
、思
考
力
･
判
断
力
･
表
現
力
を
必
要
と

す
る「
活
用
」に
関
す
る
問
題
に
課
題
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

中
学
校
３
年
生
に
お
い
て
の「
知
識
」に
関

す
る
問
題
の
正
答
率
は
、国
語
は
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、数
学
は
同
じ
で
す
。

「
活
用
」に
関
す
る
問
題
の
正
答
率
は
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。思
考
力
･
判
断
力
・

表
現
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、小
中
一
貫
連

携
教
育
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
は
、全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で

す
。「
宿
題
は
毎
日
す
る
」「
学
校
の
規
則
を

守
っ
て
い
る
」「
友
達
と
の
約
束
を
守
っ
て
い
る
」

「
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い

る
」な
ど
に
関
し
て
は
、全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が

「
予
習
や
復
習
を
す
る
」「
国

語
や
算
数（
数
学
）が
好
き
」

な
ど
に
関
し
て
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の「
平
成　

年
度
学
校
教
育
の
重
点
」

２６

に
あ
げ
た
４
項
目
を
全
国
平
均
と
比
較
し
ま

し
た
。

　
「
家
庭
学
習
時
間
」や「
読
書
時
間
」は
小
学

６
年
生
、中
学
３
年
生
と
も
に
や
や
下
回
っ
て

い
ま
す
。「
自
尊
感
情
」や「
自
己
有
用
感
」は

小
学
６
年
生
で
は
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、中
学

３
年
生
で
や
や
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
児
童
生
徒
は
、基
本
的
生
活
習
慣

が
安
定
し
、地
域
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。ま
た
、き
ま
り
や
約
束
を
守
り
、宿

題
な
ど
与
え
ら
れ
た
学
習
課
題
に
は
き
ち
ん

と
向
き
合

え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら

を
基
礎
に

さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に

ぶ
つ
か
り
、

成
功
体
験

や
失
敗
体

験
を
積
み
、

少
々
の
挫

折
を
乗
り

越
え
る
力

を
つ
け
る

こ
と
が
大

切
で
す
。そ
し
て
自
分
を
信
じ
、仲
間
を
信
じ
、

社
会
を
信
じ
、気
高
い
志
を
掲
げ
て
激
動
す

る
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
こ
と
こ
そ

重
要
で
す
。

　
「
夢
や
目
標
を
持
ち
」「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑

戦
す
る
」「
自
分
が
好
き
」「
ふ
る
さ
と
福
知
山

が
好
き
」
と
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
に
育
つ
よ
う
、
学
校
・
家

庭
･
地
域
が
連
携
を
強
め
、
地
域
社
会
総
が

か
り
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
学
校
教
育
課　

℡　

‐
７
０
４
０　
　
　

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
４
８
８
０

FAX
２４

子どもたちの 
健やかな成長を 
願って 

・
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、全
国

的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、教
育
施
策
の

成
果
と
課
題
を
検
証
し
、そ
の
改
善
を
図
る
。  

 
・
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

等
に
役
立
て
る
。 

・
そ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ

イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
文
部
科
学
省
） 

全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
の
目
的

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

つ
い
て

学
力
調
査
の
結
果
か
ら

学
習
状
況
調
査
か
ら

「
自
分
の
た
め
に　

人
の
た
め
に

　

社
会
の
た
め
に

　

と
も
に
幸
せ
を
生
き
る　

人
材
の
育
成
」

　
　
　
（
本
市
の
教
育
目
標
）実
現
の
た
め
に

小学校６年　算数B問題より 
音楽の時間に、打楽器でリズムの練習をしています。 
（１）まさるさんは、タンブリンで下の４小節のリズムを何回かく

り返します。まさるさんが１小節目に演奏するリズムを、　
のリズムとします。１小節目の　のリズムを２回目演奏する
のは、５小節目です。 
 
 
 

 
 
　　このように考えると、　のリズムを３回目に演奏するのは、
　　何小節目ですか答えを書きましょう。 

（２）次に、けい子さんも加わって、まさるさんと演奏することに
します。けい子さんは、カスタネットで下の６小節目のリズ
ムを何回かくり返します。けい子さんの６小節目とまさるさ
んの４小節目は、同じリズムです。これを　のリズムとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

けい子さんとまさるさんは、同時に演奏を始めました。 
すると、１２小節目に２人の　のリズムが重なりました。 
２人の　のリズムが重なる１２小節目の「１２」は、どのよう
な数ですか。言葉と「４」と「６」の数を使って書きましょう。 

えんそう 

ア 

ア 

イ 

イ 

イ 

ア 



広報ふくちやま　H26（2014）．9．1511

　 福 　 　 祉 　  　 福 　 　 祉 　  

～地域の介護・高齢者支援について考えよう～
　高齢化が進む中、国においては介護保険制度の
大きな見直しが行われることとなっています。本
市においては本年度、これらの見直しを踏まえ、
昨年度実施した高齢者実態調査結果なども参考に
しながら、平成２７年度からの３年間の計画を策定
することとしています。
　つきましては、各ブロック単位で、高齢者実態
調査結果などをおもなテーマとした地域報告会を
開催しますのでご参加ください。

＊いずれの会場も午後７時３０分開始です。
＊対象地域外の会場への参加も可能です。
・参加費無料、予約不要です。当日、会場へお越
　しください。
　　　高齢者福祉課（℡２４-７０１３・FAX２２-９０７３）

　要約筆記とは、聴覚に障害のある人の代わりに話
を聞き、要約して文字にして話の内容を伝える通訳
のことです。要約筆記に入門してみませんか？
　　１０月２５日（土）、１１月１日（土）・８日（土）・１６日（日）・
　　２２日（土）・２９日（土）、１２月７日（日）・１４日（日）・２０日（土）
　　午後１時～４時３０分　ただし、１２月１４日・２０日
　　は午前１０時～正午、午後１時～４時
　　総合福祉会館３４・３５号室
　　ただし、１２月７日（日）・１４日（日）については２３号室
　　　市内在住・在勤の人
　　　全９回（別途実習あり）
受講料　無料（テキスト代３,４００円必要）
　　　ハガキまたはファクス、メールに氏名、年
齢、住所、電話番号、「要約筆記講座参加希望」と記
入のうえ、〒６２０‐８５０１ 字内記１３‐１　社会福祉課
Eメール shafuku@city.fukuchiyama.lg.jp までご送

付ください。社会福祉課の窓口でも受け付けています。
申込締切　１０月１０日（金）必着
■社会福祉課（℡２４-７０１７・FAX２２-９０７３）

　市では、「本人の収入が少ないのに、世帯の収入
が多いため国の軽減策に該当しない被保険者」を
対象に、保険料の負担を軽減する給付金（４,７４０円
／年）を支給します。
　　　次の４項目のすべてに該当する人
１　平成２６年４月１日に後期高齢者医療制度に加
入している被保険者

２　平成２６年７月に決定した平成２６年度の後期高
齢者医療保険料が、均等割のみで国の軽減策に
該当しない人

３　平成２６年７月に決定した平成２６年度の後期高
齢者医療保険料が、給付金の金額より高い人

４　過去２年間の後期高齢者医療保険料を完納し
ている人

（該当される人には随時、市から通知します。）
※該当するかなどのお電話での問い合わせについては、
個人情報保護のため、お答えできません。
■保険課（℡２４-７０１８・FAX２３-６５３７）

　災害の影響で子ども・子育て会議の開催が延期
されたため、「子ども・子育て支援事業計画中間
案」のパブリックコメントの募集期間（９/１号掲
載９月１９日～１０月９日）を次のとおり変更します。
募集期間　１０月１０日（金）から１０月３０日（木）までと
　　　　　します。
■子育て支援課　℡２４-７０１１・FAX２３-６５３７

　京都府北部地域で不足する介護・福祉人材を養
成するため、介護福祉士養成の専門学校が２７年４
月に開校（認可申請中）。現在、学生募集中です。
学校名　舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校
　　　　（認可申請中）
学　科　介護福祉学科（２年制）介護福祉士の資格
　　　　が取得可能。（修学資金制度有り）
　　　　国際観光ビジネス学科（２年制）
住　所　京都府舞鶴市字浜１５４６-３
　　　　東舞鶴駅から徒歩１５分
　　　舞鶴校設立準備室（℡０７５-２５５-３２８７
　　　ホームページは「舞鶴YMCA」で検索）

高齢者保健福祉計画策定に関する地域報告会を開催します

会　　場対象地域日　　程
総合福祉会館南　陵１０月８日（水）
総合福祉会館桃　映１０月１６日（木）
成和地域
コミュニティセンター成　和１０月２２日（水）

日新地域
コミュニティセンター日　新１０月２７日（月）

川口地域
コミュニティセンター川　口１０月３１日（金）

夜久野ふれあいプラザ夜久野１１月４日（火）
三和地域公民館三　和１１月７日（金）
大江支所２階会議室大　江１１月１１日（火）
六人部地域
コミュニティセンター六人部１１月１３日（木）

北陵地域
コミュニティセンター北　陵１１月１８日（火）

問合問合

平成２６年 要約筆記講座　参加者募集

対象対象

後期高齢者医療保険料の負担軽減

時時

所所

内容内容

対象対象

申込申込

パブリックコメントの募集期間変更のお知らせ

２７年４月 介護福祉士養成の専門学校
（認可申請中）が北部に開校します。

問合問合
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手話・要約筆記の出前講座を受講いただく企業・事業所を募集しています！ 

時時

所所

内容内容

講師講師

申込申込

問合問合

　聴覚、音声、言語に障害のある人の社会参加を促進するため、希望される企業・事業所へ簡単
な手話・要約筆記の出前講座を行います。社内人権学習などに、ぜひご活用ください！！ 
　　１０月以降でご希望の日程にて開催します。（要調整） 
　　企業の事業所の会議室など、ご希望の場所(会場が
　　ない場合、市で用意することも可能です。) 
　　　福知山市聴覚言語障害センター、 
　　　福知山聴覚障害者協会、 
　　　福知山市難聴者協会ほか 
　　　（例）聴覚障害者の暮らしと社会参加について、 
　　　簡単な手話の実技など 
　　　※講義の内容についてご相談の上、決定させてい
　　　　ただきます。 
　　　電話もしくはファクスで地域福祉課に申し込んでください。 
　　　地域福祉課（℡２４-７０８８・FAX２２-９０７３） 

　 福 　 　 祉 　  　 福 　 　 祉 　  

　京都私立病院協会のキャラバン隊による介護予
防教室を人権ふれあいセンター下六人部会館と堀
会館で実施します。
　『ロコモ予防の体操』『認知症予防の脳トレー
ニング』『むせやすい人へ、飲み込みの体操』な
ど、高齢者の皆さんがいつまでも住み慣れたご自
宅で生活を送っていただくことを目的とした教室
です。
　　１０月７日（火）
　　・下六人部会館　午前１０時～正午
　　・堀会館　午後２時～４時
主催　京都私立病院協会　キャラバン隊
　　　２５人　※申込者多数の場合は抽選。　　
　　　それぞれの会館へお申込ください。
　　　下六人部会館　℡兼FAX２７-０９１４
　　　堀会館　℡２３-３９２７

　市民のみなさんに福祉に対する意識を高めてい
ただくとともに、高齢者や障害のある人が多くの
人と交流を図ることを目的として開催します。
　なお、本年度は、市内障害者団体などの発表に
加え、プロによるステージや、ほっとはあと製品
などの販売についても行います。入場無料となっ

ておりますので、どしどしお越しください。
　　１０月１１日（土）午前１０時～午後３時頃まで
　　福知山市厚生会館
　　　・障害者福祉サービス事業所、
　　　　各種団体の発表
　　　・プロによるステージ（ピアノ演奏＆トーク）
　　　　演題　
　　　　「あなたもわたしもイキイキ人生
　　　　　　　　　～笑顔に勝るクスリなし～」
　　　　主演者　アマデウス 大西 

おおにし

　　　　（高津ライフケア専門学校　非常勤講師）
　　　・ほっとはあと製品などの販売
　　　　(ストラップ、アクセサリー、おもちゃ、
　　　　　農産物など予定）
　　　・模擬店
　　　　（パン、おこわ、弁当、
　　　　手作りお菓子など予定）
入場料　無料
※駐車場（会場横グンゼ配送センター駐車場また
は、福知山パーキング）については無料です。
（必要に応じて会場受付で無料駐車券をお渡し
　します。）

　　　社会福祉課　℡２４-７０１７・FAX２２-９０７３

足腰げんきキャラバン隊　　　　
「足腰元気でいきいき長生き教室」

参加費無料

時時

定員定員
申込申込

平成２６年度 
ふれあい福祉フェスタを開催します

内容内容

問合問合

時時
所所
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　 相 　 　 談 　  　 相 　 　 談 　  

「男だから弱音をはいてはいけない」「こんなこ
とカッコ悪くて誰にも言えない」と相談できずに
悩んでいませんか？
　夫婦の問題、生き方、親子関係、仕事、こころ
や身体のことなど、男性のカウンセラー（臨床心
理士）があなたの声をお聴きします。
相談日　６週連続　木曜日に開催します。

いずれも午後５時３０分～８時まで
専用電話：０７７３-２４-７０８５
※予約不要。匿名可能。秘密は厳守します。
※相談は無料ですが、電話代は個人負担となります。
　　　人権推進室男女共同参画推進係
　　　（℡２４-７０２２・FAX２３-６５３７）

　　１０月５日（日）　午前１０時から午後４時まで
　　①イオンモール京都五条　３階
　　　イオンモール特設会場
　　②イトーヨーカドー六地蔵店　１階
　　　円形広場特設会場
　　③京都地方法務局福知山支局　１階　会議室
相談対応　法務局職員、司法書士、土地家屋調査
士、人権擁護委員、公証人
　　　登記相談、戸籍・成年後見・国籍相談、供
託相談、人権相談、遺言・後見などの公正証書に
関する相談
その他　予約制・相談無料・秘密厳守
（予約優先としますが、当日の相談もお受けします。）
予約受付　９月１６日（火）から１０月３日（金）まで
相談の予約・問い合わせ先
①京都地方法務局総務課　℡０７５-２３１-０１４８
②京都地方法務局宇治支局　℡０７７４-２４-４１２２
③京都地方法務局福知山支局　℡２２-１２９３

　市政や、そのほかの事について、相談者と市長
が直接お話をしていただきます。
（お一人（組）あたり２０分まで）
　　１０月７日（火）　午前９時３０分～１１時３０分
　　市民相談室
　　　９月２６日（金）午前８時３０分から午後５時ま
でに電話、ファクスまたは直接、
市 民 相 談 室（℡２４-７０２７・FAX２４-
７０２３）まで申し込んでください。
※申込多数の場合は、抽選で６人
　（組）まで。
※初めての人を優先します。
※毎月１回あります。

　行政相談は、総務大臣から委嘱された行政相談
委員が、行政機関や特殊法人、独立行政法人など
が行う仕事について、皆さんからの意見・要望・
苦情などをお聴きし、その解決のための助言や関
係機関への通知を無報酬で行うものです。
　皆さんからの相談は無料で、秘密は厳守されま
す。市では、毎月、市民相談室・三和支所・夜久
野ふれあいプラザ・大江町総合会館の各会場で行
政相談を開催しています。
（月の日程は、この号の１４㌻に掲載しています。）
■市民相談室（℡２４-７０２７・FAX２４-７０２３）

　公証役場は、国の機関で、法務大臣から任命さ
れた公証人が各種契約や遺言公正証書の作成など
の公証事務を取り扱っています。
　遺言やお金の貸し借りなどの大切な契約は、公
正証書にしておくと安心・確実です。詳しくは、
公証役場にお尋ねください。相談は、いつでも無
料です。
　なお、遺言や相続について、出前講座をします。
■福知山公証役場（駅前町　℡兼FAX２３-６３０９）

市長の何でも相談

「全国一斉！法務局休日相談所
（京都地方法務局）」　開設のお知らせ

オータムジャンボ宝くじ販売 

　　1等：3億3千万円　　前後賞：3千万円 
発売期間
抽 選 日
発売場所

困ったら一人で悩まず行政相談
１０月２０日～２６日は「行政相談週間」です。

期間限定！男性のための電話相談を実施します。

１１月１３日（木）１０月３０日（木）１０月１６日（木）

１１月２０日（木）１１月６日（木）１０月２３日（木）

ご存知ですか？公証役場１０月１日～７日は、「公証週間」です。
内容内容

所所
時時

問合問合

所所
時時

申込申込
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健康・検（健）診 健康・検（健）診 

　“ゆるり”は脳卒中や事故の後遺症、整形外科
その他の病気などで、身体を動かしにくい人を対
象に、体操や仲間との交流を通して、心身機能の
維持、向上をめざしています。「どんなふうに身
体を動かしたらいいの？」「もっと外に出て、活動
範囲を広げたい」という人はぜひご相談ください。
　　１０月６日（月）　開講式　（６カ月間で１８回）
　　午後１時３０分～３時３０分
　　中央保健福祉センター（北本町二区）
　　　４０～６４歳の市民
　　　１５人（事前に保健師が訪問し、身体状況の確
　　　認をさせていただきます。）
　　　準備体操・個々の課題に沿った体操・レク
　　　リエーション・季節の行事
送迎　希望者に実施（要相談）
参加費　無料
　　　随時受付。電話、ファクスにて保健福祉セ
ンターまで申し込んでください。

　子育て中のお母さんは子ども中心の生活となり、
自分のことはつい後回しになりがちです。今回
「生活リズムと健康」というテーマで、子育て中
の女性を対象とした健康教室を開催します。
ちょっとひと息ついて心身のリフレッシュをはか
るとともに、自分の健康について振り返ってみま
しょう。
　　１０月２１日（火）　午前１０時～１１時３０分
　　（受付　午前９時４５分～９時５５分）
　　夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）
　　　１）保健師の話「生活リズムと健康の意外な関係」

　　　２）栄養士の話「身体の調子を整えるバランス食」
　　　３）お母さんのための体操・試食
　　　おおむね４０歳代までの女性
　　　１５人（先着順）※定員になり次第締め切ります。
　　　（保育ルームがあります。要予約）
参加料　無料
　　　電話・ファクスまたは来所で西部保健福祉
センターまで申し込んでください。

　４０～６０歳代は、女性ホルモンの減少に伴い心身
の不調が出やすい時期です。更年期の女性の９割
が、何らかの症状を感じているといわれています。
症状と付き合いながらも、いきいきと毎日を過ご
すために、自分の体と症状を振り返り、自分なり
のリラックス方法を見つけてみませんか？
　　２回シリーズの講座です。
１回目：１０月２１日（火）　午後１時～４時
２回目：１１月１８日（火）　午後１時～４時
　　１回目：武道館（猪崎）
　　２回目：中央保健福祉センター（北本町二区）
　　　保健師・栄養士の講話・運動指導士による
運動実践など
　　　おおむね４０歳～６０歳の市民の女性
　　　２０人※申し込み多数の場合は抽選し、全員
に結果を通知します。
※託児あり（１０人まで　対象：０歳～就学前）。
ご希望の場合は申し込みの際にお伝えください。
費用　無料
　　　１０月７日（火）までに中央保健福祉センター
まで申し込んでください。。

機能訓練教室“ゆるり”  秋講座開講のお知らせ

「ママ元気チェック！」
（子育て世代の女性の健康教室）参加者募集！

所所

時時

内容内容

対象対象
定員定員

申込申込

更年期世代の女性対象の講座　参加者募集
「ココロとカラダ健康美人講座～更年期を上手に乗り切ろう～」

所所

時時

内容内容

■中央保健福祉センター　℡２３-２７８８・FAX２３-５９９８　　■東部保健福祉センター　℡５８-２０９０・FAX５８-３０１３
■西部保健福祉センター　℡３７-１２３４・FAX３７-５００２　　■北部保健福祉センター　℡５６-２６２０・FAX５６-２１０８

対象対象
定員定員

申込申込

所所

時時

内容内容

対象対象

定員定員

申込申込

糖尿病教室のご案内　　　　　
　
　糖尿病の知識や療養についてわかりやすく紹介する糖尿病教室を開催しています。運動・合併症・
薬・食事・足のことなどを専門職員が月替わりで講演します。講演後、質問も受け付けます。
と　き
　１０・１１・１２月の
　開催予定日

ところ
　いずれも市民病院２階第１会議室（厚中問屋町）。事前申し込みは不要。直接会場の会議室へお越
しください。患者さま・ご家族・興味があって講演を聴きたい人など、ぜひご参加ください。
■市民病院糖尿病チーム（℡２２-２１０１（代）・ＦＡＸ２２-８６０１）

講　師内　　　容時　間開催日
理学療法士糖尿病の運動療法

午後
２時～３時

１０月９日（木）
医　　　師合併症の予防１１月１４日（金）
管理栄養士年末年始の食事療法１２月１１日（木）
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８月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比。
★人口８０，８５０人（－１０） 男３９，６６６人（１１） 女４１，１８４人（－２１） ★世帯数３５，７７２世帯（－２）

ＫＢＳ京都 
テレビ 毎週火曜日 18：55～18：58

F M 丹波 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 

●休日当番医（10月）
２６日
（日）

１９日
（日）

１３日
（月・祝）

１２日
（日）

５日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休 日 急 患 診 療 所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）内 科
※休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診療を行って
います。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。小児科

２６日
（日）

１３日
（月・祝）

５日
（日）　０：００～２４：００福 知 山 市 民 病 院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）外 科 １９日
（日）

１２日
（日）　０：００～２４：００京 都 ル ネ ス 病 院

（西 本 町　℡ ２２‐３５５０）

●市政だより

環境・リサイクル  

１０月の肺がん結核検診
検診車が右記の会場を巡回します。
＊申し込み不要
　直接会場へお越しください。
　問診票は、会場に用意しています。
費　　用　無料（たんの検査は５００円）
対　　象　４０歳以上の市民
注意事項
１最後の胸部レントゲン検査から６カ月以上間
隔をあけてください。

２妊娠中・妊娠の可能性のある人は受けられません。
３模様や飾り、ボタンのついていない無地のシャ
ツ（Ｔシャツ）で撮影できます。

問い合わせ
①西部保健福祉センター（℡３７-１２３４・FAX３７-５００２）
②東部保健福祉センター（℡５８-２０９０・FAX５８-３０１３）
③中央保健福祉センター（℡２３-２７８８・FAX２３-５９９８）

受付時間会　　　場とき

①
１６：００～１６：１５今里公民館（今里）１０月８日

（水） １６：３５～１６：５０下千原公民館（下千原）

②

１０：４５～１１：００下六人部会館（長田南）

１０月９日
（木）

１１：１５～１１：３０市の谷公民館（市の谷）

１１：４５～１２：００岩間会館（岩間）

③

１３：３０～１３：４５旧樽水消防車庫前（樽水）

１４：００～１４：１５甘栗公会堂（甘栗）

１４：３０～１４：４５上豊富会館　婦人の家（辻）

１５：００～１５：１５口榎原公民館作業場（口榎原）

１５：３０～１５：４５奥榎原農産物集出荷場（奥榎原）

②

９：００～９：１５芦渕集落センター（芦渕）

１０月１４日
（火）

９：３０～９：４５萩原会館（萩原）

１０：００～１０：１５上六人部会館（三俣）

１０：３０～１０：４５坂室公会堂（坂室）

１１：００～１１：１５池田公民館（池田）

受講料募集人数内　　　　容教　室　名開催日

２００円
（税込）

６人
オリジナルのガラス玉を作り、すてきなスト
ラップにします。
※バーナーを使います。※中学生以上が対象です。

ガラス教室
トンボ玉（ガラス玉）
のストラップを作ろう３日

（金）
１００円
（税込）

４人毛糸を使って、タペストリーの織りものを作り
ます。

織りもの教室
毛糸のタペスト
リーを作ろう

１００円
（税込）

６人おしゃれなエプロンを作ります。
※ミシンを使います。

布教室
おしゃれエプロンを作ろう

６日
（月）

１００円
（税込）

６人従来の布帽子から、ツバ付タイプに変えた
帽子を作ります。※ミシンを使います。

布教室
布帽子（ツバ付）を作ろう

９日
（木）

１００円
（税込）

６人
ＰＰバンドを使って、一輪ざし用の飾り入れ
物を作ります。

ＰＰバンド教室
ＰＰバンドで一輪ざしを
作ろう

１７日
（金）

１００円
（税込）

６人牛乳パックと布を使って、すわり心地がいい
座椅子（大）を作ります。※ミシンを使います。

牛乳パック教室
座椅子（大）を作ろう

２３日
（木） １００円

（税込）
５人

板ガラスの材料で、ステキな箸置きを作ります。
※電気炉（雪んこ）を使います。
※箸置きの引き取りは翌日以降となります。

ガラス教室
箸置きを作ろう

１００円
（税込）

６人
布を使って短めのアームカバー（腕抜き）を
作ります。
※ミシンを使います。

布教室
短めのアームカ
バーを作ろう

２７日
（月）

１００円
（税込）

６人
おしゃれなエプロンを作ります。
※ミシンを使います。

布教室
おしゃれエプロン
を作ろう

２９日
（水）

１００円
（税込）

６人
カーテン地を使ってA4タテ型が入る、お
しゃれなトートバッグ（内ポケット付き）を作り
ます。※ミシンを使います。

布教室
トートバッグ（Ａ４
タテ）を作ろう

３１日
（金）

新メニュー

　　各教室とも午後１時～３時
　　リサイクルプラザ２階
　　（牧・環境パーク内）
　　　市内在住・在勤の人
※中学生以下は保護者の同
　伴が必要です。
※設備の数が限られている
　ため、同一教室での申し
　込みは、１世帯１人としま
　す。

９月２４日（水）から各
教室の前日までに、環境政
策室環境・再生エネルギー
係（℡２２‐１８２７・FAX２２‐４８８１）
まで
※先着順
※団体での体験教室も受け
　付けます。
　（月２団体以内）
※キャンセルされる場合は、
　教室の２日前までに必ず
　ご連絡ください。

時時
所所

対象対象

申込申込

リサイクルプラザ
手づくり体験教室１０月
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けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ41

おから入りミートボールつくり ご飯をつぶしておにぎりに！ きなこご飯も作ったよ 

石臼で挽いたきな粉 

豆乳アイス！ 早く固まらないかな～☆ 自分たちで作って試食して大満足～！ 

きなこ　作り♪ 好きな形にしたよ！ 飴餡

：1000歩くん、8月1日に北部保健福祉センターで行われた、【夏休み子ども食育講座「びっくり！ 大豆
の不思議☆」】に参加してきたんだよね～？！ どうだった？！ 

：うん！ とっても楽しかったよ～♪ 18人の子ども達と一緒に、きな粉　や、アイスを作ったり、豆腐の作
り方を教えてもらったり☆ 夏休みの一研究に！ っていうお友達も多かったよ～！ 

：今回は、その様子を報告しよ～♪ 

飴餃

けんこウサギちゃんのおうち� 

健康増進計画について詳しく知りた
い人は市ホームページで確認できます。
電話・ファクスでのお問い合わせは健
康推進室（℡23‐2788・FAX23‐5998）
までお願いします。 

私たちの健康づくりにとって、健康的な食習慣は欠かすことができない
ものです。 
子どもたちが健康的な食習慣について学び、食への感謝と感動を得る
ために「夏休み子ども食育講座」を開催しています。今回は身近な食
材として幅広く使われている大豆について、その変化や調理法を伝え、
調理法によって姿を変えることや食について美味しく楽しく学びました。 

あめ 

ひ いしうす あめ 

10/4（土） 
10/5（日） 

有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集
広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
　　　　（この枠の大きさです）
広告料／掲載１回につき１０，８００円（税込）
印刷部数／３２９００部（全戸配布）
詳しくは、秘書課広報係（℡２４‐７０００・ＦＡＸ２４‐
７０２３）までお問い合わせください。
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ビ
ン
ち
ゃ
ん　

今
年
の
８
月
も
暑
か
っ
た
な
ぁ
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

蚊
に
は
よ
う
け
刺
さ
れ
る
し
、

汗
も
か
い
て
た
い
へ
ん
や
っ
た
わ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
と
か
、制
汗
ス
プ
レ
ー
と
か
冷
却
ス

プ
レ
ー
を
使
っ
た
ら
よ
か
っ
た
ん
ち
ゃ
う
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

よ
う
け
使
っ
た
で
。そ
の
結
果
、ス
プ
レ
ー
缶
の
処
分
に

困
っ
と
る
ん
や
け
ど
、ど
う
し
た
ら
え
え
ん
や
ろ
な
ー
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、中
身
を
使
い
切
る
か
、風
通
し
の
い
い

と
こ
ろ
で
ガ
ス
を
抜
く
か
し
て
、必
ず
中
身
を
空
に
し
て
出
し
て
ほ
し

い
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

ど
の
収
集
日
に
出
し
た
ら
え
え
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

空
き
缶
の
収
集
日
に
、
空
き
缶
と
は
別
に
、ス
プ
レ
ー

缶
だ
け
を
集
め
て
、中
身
の
見
え
る
袋
に
入
れ
て
出
す
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
袋
に
入
れ
た
ら
あ
か
ん
の
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
は
絶
対
に
ア
カ
ン
わ
。燃
や
さ
な
い
ご
み
の
指
定

袋
に
、ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ
ー
缶
が
あ
っ
た
ら
、そ
の
ガ
ス
が
、

何
か
の
火
種
で
爆
発
し
た
り
、火
災
に
な
っ
た
り
す
る
ん
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
は
怖
い
な
。事
故
と
か
あ
っ
た
ら
た
い
へ
ん
や
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

け
が
人
は
な
か
っ
た
け
ど
、
ご
み
収
集
車
や
環
境
パ
ー

ク
で
火
災
・
爆
発
も
起
こ
っ
て
る
ん
や
。今
で
も
、燃
や
さ
な
い
ご
み
に
ス

プ
レ
ー
缶
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
ん
や
。正
し
く
分
別
し
て
、空
き
缶
の

収
集
日
に
出
し
て
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
か
。注
意
せ
な
あ
か
ん
な
。あ
と
、古
い
ス
プ
レ
ー

缶
が 
錆 
び
て
て
、ガ
ス
を
抜
く
の
も
怖
い
ん
や
け
ど
。ど
う
し
た
ら
え
え

さ

ん
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

基
本
は
、中
身
を
抜
い
て
と
い
う
こ
と
や
け
ど
、
そ
れ

が
無
理
な
と
き
は
、そ
れ
だ
け
を
ま
と
め
て
、直
接
、環
境
パ
ー
ク
に
持

ち
こ
ん
で
ほ
し
い
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！

　福知山では「ドッコイセ」の掛け声が遠くなるとともに、暑い夏も終わりに近づいていきます。
　「福知山出て 長  田  野 越えて駒を早めて 亀山 へ」通常、唄い出しに唄われるこの歌詞は、現在約７０

おさ だ の かめやま

種類と言われるドッコイセの歌詞の中でもっとも有名な歌詞でしょう。 明  智  光秀 による丹波平定後、
あけ ち みつひで

従兄弟で 娘 
むすめ

 婿 の明智 秀満 を城代とした福知山と光秀の居城のあった亀山（亀岡市）の間を行き来する
むこ ひでみつ

使者が、長田野を越えて往還する様子を伝える歌詞と言われています。
　「今度お江戸の若殿様に 知 

ち

 行 （が）
ぎょう

 増 すげな五千石」知行二万七千石で 常陸 国 土  浦 藩（茨城県土浦
ま ひたち つち うら

市）の第二代藩主であった 朽  木 
くつ き

 稙昌 が、五千石の加増を得た三万二千石で福知山藩朽木家初代藩主
たねまさ

として福知山に 転  封 した様子を唄っています。寛文９年（１６６９）の出来事です。
てん ぽう

　ドッコイセにはさまざまな時代の福知山の情景や習俗も 綴 られています。光秀への敬意、自慢の
つづ

福知山城、郷土への愛着。込められた思いはさまざまですが、江戸の昔から今日まで、時代ととも
に変化を取り入れつつ、福知山を代表する文化のひとつになっています。
　ドッコイセとして親しまれる福知山音頭と踊の歴史は古く、今から４００年昔の天正年間、明智光
秀による丹波平定の際、福知山城の普請で石材や木材を運ぶ時に、「ドッコイセ、ドッコイセ」と
手振り足振り面白く唄い出したのが始まりとされています。現在の十六手振りについては、幕末の
慶応３年（１８６７）、朽木家十三代藩主 為綱 により、内記に作られた調練場（練兵場）の完成祝賀の際に、

もりつな

福知山の 吉  田  三  右  衛  門 氏により 能 の型を参考に工夫改良
よし だ さ ん え もん のう

されたものが原型と言われています。
　例年八月に行われるドッコイセまつりは、広小路通り
を舞台に多くの人で賑わいます。正調の福知山音頭と踊
は、福知山踊振興会を保存団体として受け継がれていま
す。年間を通して、踊をはじめ、三味線や唄、太鼓の教
室も催されています。近年では、ドッコイセによる脳の
活性化や認知症の予防効果への注目も高まっています。
　来年の夏に向けて本格的に習得されてはいかがでしょ
う？

   393939

「今年のドッコイセまつりの様子」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
で
福
知
山
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
観
光
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
！
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略記号の説明　○所 ＝場所　○問 ＝問い合わせ先　社協　＝社会福祉協議会

問い合わせ先場　所時　間日（曜日）相　　談区分

人権推進室
℡ ２４‐７０２２
FAX ２３‐６５３７

電話相談（℡２４-７０８５）１７：３０～２０：００１６日（木）・２３日（木）・３０日（木）男性のための電話相談

人　
　
　

権

市民交流プラザ会議室１０：００～１５：００２７日（月）人 権 相 談
大江町総合会館

 ９：００～１５：００
１０日（金）

心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１５日（水）
夜久野ふれあいプラザ２０日（月）
人 権 相 談 室１３：００～１６：００９日（木）・２３日（木）

女 性 相 談
要事前申込／前週金曜日までに電話または直接、人権推進室まで。先着３人。

○所 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８
１３：３０～１５：３０

７日（火）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談健　

　
　
　

康

○所 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３８日（水）
○所 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐５００２２１日（火）
○所 ○問 中央保健福祉センター　℡２３‐２７８８　FAX ２３‐５９９８ ９：３０～１１：００２８日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。
○所 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８

 ９：３０～１１：３０
８日（水）

親と子の健康相談
○所 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐５００２１０日（金）
○所 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３１６日（木）

要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。

社会福祉課
℡２４‐７０１７　FAX ２２‐９０７３総合福祉会館１３：００～１５：００

５日（日）・１９日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

２３日（木）
身体障害者巡回更生相談

要事前申込／１０月２１日（火）までに、電話・FAX、または直接社会福祉課まで。

社会福祉課
℡２４‐７０１７　FAX ２２‐９０７３

電話相談０９０‐６９１１‐７０９９電話・直接相談
１３：００～１６：００

８日（水）・２２日（水）精神障害者相談員による相談
人権ふれあいセンター堀会館

社協 本　　所 ℡２３‐３５７３　FAX ２４‐５２８２総合福祉会館

１３：００～１６：００３日（金）ふれあい福祉相談
社協 三和支所 ℡５８‐３７１３　FAX ５８‐３７３２東部保健福祉センター
社協 夜久野支所 ℡３８‐９０００　FAX ３８‐９０１２ふれあいの里福祉センター
社協 大江支所 ℡５６‐０２２４　FAX ５６‐１６５４老人福祉センター舟越会館

舞鶴年金事務所 ℡０７７３‐７８‐１１６５
市民課内相談室 ９：４５～１５：４５６日（月）

年 金 相 談 中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１６日（木）
要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。

子育て支援課　℡２４‐７０６６　FAX ２２‐９０７３家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
○所 ○問 教育相談室　  ℡２４‐３７４９　FAX ２４‐５１３５ ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

生活交通課℡２４‐７０２０　FAX ２３‐６５３７消費生活センター相談室 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）消 費 生 活 相 談
く　

ら　

し

農業委員会℡２４‐７０４６　FAX ２３‐６５３７各支所・京都農協・京都丹
の国農協の各支店ほか ９：００～１２：００１０日（金）農 地 ・ 農 政 相 談

市民相談室　℡２４‐７０２７　FAX ２４‐７０２３市 民 相 談 室１３：００～１６：００１６日（木）税 務 相 談
○所 ○問 京都府福知山地域総務室　℡２２‐３９０１　FAX ２３‐８２４２ ９：００～１６：００８日（水）・２２日（水）交 通 事故巡回相談

市民相談室　℡２４‐７０２７　FAX ２４‐７０２３市 民 相 談 室１３：００～１５：３０１４日（火）不 動 産 無 料 相 談
大 江 支 所　℡５６‐１１０１　FAX ５６‐２０１８大江町総合会館 ９：００～１５：００１０日（金）

行 政 相 談行　
　

政　
　

・　
　

法　
　

律

三 和 支 所　℡５８‐３００１　FAX ５８‐３０１３三 和 支 所
 ９：００～１２：００

１５日（水）
夜久野支所　℡３７‐１１０１　FAX ３７‐５００２夜久野ふれあいプラザ２０日（月）

市 民 相 談 室
℡２４‐７０２７
FAX ２４‐７０２３

市 民 相 談 室

１３：００～１６：００
２２日（水）
９日（木）司法書士法律・登記相談
２８日（火）測 量 登 記 相 談

１３：３０～１５：３０１４日（火）公 証 相 談
１３：００～１６：００２３日（木）行 政 書 士 相 談
１２：３０～１６：３０１０日（金）・３１日（木）

法 律 相 談 要事前申込／前週木曜日までに、市民相談室に来訪・電話・ＦＡＸいただくか、郵送（住所・氏名・電話番
号・相談内容を明記）で市民相談室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

市民相談室　℡２４‐７０２７　FAX ２４‐７０２３市 民 相 談 室１５：３０～１７：００１０日（金）・２４日（金）
多重債務専門法律相談

要事前申込／各日前日の午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着３人。

●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。
相談あんない

�������
10 月
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8月13日（水） 
市役所 

第23回京都府消防操法大会が8月3日（日）に
京丹波町の府立丹波自然運動公園で行われ
ました。7月に行われた市の消防操法大会「ポ
ンプ車の部」、「小型ポンプの部」で優勝した
上川分団、河守上分団が出場し、動作の正確
性などを競い合いました。日頃の訓練成果を
発揮し、3位となった上川分団が13日（水）に
市役所を訪れ、結果報告会が行われました。 

ー

9月8日（月） 
三段池公園 

「

」 

ー

 8月30日（土）・ 
31日（日） 

やくの高原芝生広場 

三段池公園に「砂入り人工芝コート」2面が完成
しました。ナイロン製人工芝の中に砂を充填する
ことで、優れた透水構造となっているため、雨が
上がった直後にもプレーが可能。また、クッション
性が高く膝や腰に優しく、快適にプレーができる
メリットもあります。一般利用に関する問合せは、
三段池公園総合体育館（℡23‐6295）まで。 

8月14日（木） 
三和荘 
周辺 

第7回みわ夏まつりが三和荘周辺で行われ、市民の皆さんや帰省
中の人など約2000人が訪れて、夏の恒例イベントを楽しみました。
チアダンスや豪華商品が当たるビンゴゲーム、歌謡ショー、夜店
などがあり、会場は大盛り上がり。祭りの最後には、多数の花火が
打ち上げられ、夜空を彩ると歓声と拍手が巻き起こりました。 

第22回やくの高原まつりがやくの高原の芝生広場で行われ、訪
れた多くの人たちがステージでの多彩なイベントや模擬店などを
楽しみました。本祭の31日は、バンド演奏や和太鼓、フラメンコな
どの演奏があり、最後は、「なんでだろ～」のフレーズでおなじみ
の『テツandトモ』が登場し、会場は大いににぎわいました。 
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広報ふくちやまは１日号を毎月第１木曜日、１５日号を毎月第３木曜日に配布しています。次回１０月１日号は、１０月２日（木）に配布します。
「広報ふくちやま」についてのご意見・ご感想をお待ちしています。
■秘書課広報係（℡２４‐７０００　ＦＡＸ２４‐７０２３　Ｅメール ｈｉｓｙｏ＠ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．lg．ｊｐ）

第17回「福知山障害児（者）親の会 季節療育事業 ポップコーン」 
　中丹支援学校の子どもたちが、長期休み中にも地域社会に関わりを持っ
て、さまざまなことを学ぶことができるようにサポートをされている団体
があります。 
　「福知山障害児（者）親の会　季節療育事業ポップコーン」（以下、ポッ
プコーン）では、ボランティアの皆さんの協力を得ながら、バス遠足や地
域の施設見学、弁当作りなどのイベントを実施されています。 
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■
活
動
し
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

「
子
ど
も
た
ち
が
季
節
療
育
事
業
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。
高

校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

普
段
か
か
わ
る
機
会
の
少
な
い
年
上

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
同

士
通
じ
る
も
の
が
あ
る
み
た
い
で
、

最
終
的
に
は
み
ん
な
笑
顔
で
活
動
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
 

■
今
後
の
課
題
や
展
望
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
 

「
療
育
期
間
中
、
季
節
療
育
に
行
き

た
く
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足

の
た
め
、
希
望
を
か
な
え
て
あ
げ
ら

れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
活
動
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
広
報
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。
 

　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
利
用
日
数
が
増
え
て
、

将
来
の
生
活
に
つ
な
が
る
充
実
し
た

長
期
休
み
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

　
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
障
害
の
理
解
が
広
が
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
」
 

▲８月６日（水）に行われた「弁当作り」の様子。みんなで協力して、おいしい弁当ができました！ 

■おもな活動（夏）　 
　・バス遠足　　・温水プール 
　・弁当作り　　・散歩 
　・防災センターの見学など 

■現在の会員数　 
　子 ど も：２６人（小学１年生～高 
　　　　　　校３年生） 
　スタッフ：約１０人の親などで構成 


